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1. 屋外防災無線と⾳声明瞭度評価
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防災無線システム 市町村整備率78.9%

20%の
避難者は
聞き取れ
なかった

ロングパスエコ－

先⽣の声 学⽣に届く声

直接⾳

反射⾳

⾳声伝達指標
Speech Transmission Index (STI)

パルス⾳ インパルス応答

⾳声の明瞭度をどのように評価するのか︖

2

2. 打ち上げ花⽕を⽤いた都市インパルス応答計測

92発の花⽕を相関同期加算

STI = 0.42 Poor

STI = 0.44 Poor

オープンスペース（Point 2）

住宅街（Point 4）

松江市（⼈⼝20万⼈）

有効相関度︓0.4 回数︓68回

有効相関度︓0.4 回数︓34回
⻘線︓各花⽕のスペクトル

⽩線︓加算花⽕のスペクトル

⼭彦エコー

洞窟エコー

約0.9秒

元のアナウンス
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3. ⾼齢者による【無意味四連⾳節】聞き取り実験

 被験者︓70歳から83歳までの男⼥8名（平均聴⼒20.3dB）
 呈⽰⽅法︓ヘッドホン（HD650, Sennheiser）で⽚⽿
 呈⽰⾳圧︓各被験者の最⾼明瞭度⾳圧レベル＋10dB
 刺激︓インパルス応答畳み込み後の無意味四連⾳節

例）Down条件で話速500 ms

聞きとりやすい群
（易聴群）

聞きとりにくい群
（難聴群）

⾚坂ら（2010）Audiology Japan 
53, 69-75

No reverbed
Point1
Point2
Point3
Point4
Point5

Down（易聴群2⾳節→難聴群2⾳節）13種類
up（難聴群2⾳節→易聴群2⾳節）13種類

500 ms
200 ms

⾳場
語順 話速

Total
312種類Open

Close space

が き ら の

易聴群 難聴群

500 ms 500 ms 500 ms

（⽇本聴⼒医学会57s語表）6種類
26種類 2種類



4

4. 各条件での明瞭度
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語順︓Down, 話速︓500ms

第⼀ 第⼆ 第三 第四
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語順︓Up, 話速︓500ms

語順︓Down, 話速︓200ms 語順︓Up, 話速︓200ms
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5. まとめ
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語順︓Down
話速︓500ms

語順︓Down
話速︓200ms

語順︓Up
話速︓500ms

語順︓Up
話速︓200ms

 語順Up条件，話速200msでは
第三・第四⾳節の明瞭度が上が
らない。
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 ⼭彦エコーのOpen spaceは，
STIで明瞭度が⼗分に評価され
ない可能性がある

0.9秒

0.9秒

話速
500ms

話速
200ms

裏拍

橋本と⽊村（1992）⽇本⾳響学会建築
⾳響研究会資料, AA92-16

Open spaceもしくはスピーカ近傍
では反射⾳の遅れ時間に応じて話速
を決めることが重要

表拍


